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１．学校教科書の電子媒体化

1.1 ランドセルと中身

日本では子供が小学校に入学する時に新しいラ

ンドセルが与えられ、ピカピカの１年生になりま

す。ランドセルは小学生の６年間を通じて使用す

るので、メーカーには 6 年間の耐久性が求められ

ています。素材は軽さと丈夫さ、それに手入れの

容易さから人造皮革が主流ですが、高級品には馬

皮も使われています。ランドセルは部品点数が多

く、金具を含めると 100 点以上になります。堅牢

さが求められるので、製作はほとんどがていねい

な手作業です。作業工程は素材の型抜き、糊付け、

ミシンがけ、かしめ、手縫いなど 10 工程以上にな

り、必然的に約 4 万円以上の高価格になっていま

す。1 年生も 6 年生も同じ大きさですから、小学

生の集団登校を見ていると、肩幅がまだ狭い低学

年の生徒はランドセルが背中から横にはみでてい

ます。一方、高学年の生徒はランドセルが背中の

上の方に乗っている感じです。

ランドセルの中身は、教科書やノートが 10 冊を

超えているでしょう。高学年は 1 日に 5 教科から

6 教科もあるからです。重さはランドセル本体も

含めると約 5～8kg で、小学生にとっては

体重の 2 割ぐらいになります。大人なら耐

えられないほどの重さなのに、ランドセル

の横には運動靴や着替えの袋を、雨が降り

そうな日は傘も吊り下げています。こうし

て見ていると、小学生の荷物は決して少な

くないことがわかります。

1.2 教科書電子媒体化の姿

では教科書が電子媒体化されればどう

なるでしょう。現在の教科書は、学年の全

教科書を 1 枚のタブレッとパソコンに収納できる

でしょう。前学年の教科書も、そのまま残してお

けば復習に便利です。タブレットパソコンは、縦

が 25 センチ、横幅が 20 センチ、厚さが 10 ミリ

もあれば充分で、重さは 1kg 弱でしょう。現在の

ランドセルの中身は教科書が 7割～8割ですから、

これがタブレットパソコンに代わると重さが半分

以下になり、中は隙間だらけになるので運動靴ぐ

らいは入るかもしれません。

1.３ 教科書電子媒体化の利点

学校教科書の電子媒体化は、ランドセルの重さ

を大きく軽減するだけでなく、環境の側面で資源

とエネルギーの消費抑制に寄与します。現在、小

学校1年から中学3年までの教科書は全部で約12,
000 ページです。もちろん紙媒体で作られていま

すから、一人分の教科書を作るのに約 45kg の木

材と、約 15 kg の石油換算エネルギーが必要です。

したがって教科書の電子媒体化は、これだけの量

の省資源に寄与するのです。もちろんタブレット

パソコンの製造も資源の消費をともないますが、

壊れなければ何度でも使えるので、資源の消費量

は紙媒体の教科書より圧倒的に少ないでしょう。

環境対策、環境負荷の発生抑制、社会システムの変革

1.４.3 社会習慣の選択

日常の社会習慣には、新しい技術やサービスの登場で

再検討した方が環境負荷の低減に寄与する場合がありま

す。本稿ではいくつかの事例の中から、学校教科書の電子

媒体化、宅配ボックスの設置、在宅勤務の普及について、

資源やエネルギーの節減効果と利便性を概説します。こ

れらの選択は阻害要因が少なく、すでに一部は実施段階

にありますが、今後の普及拡大が期待されます。



2

なお、文部科学省はデジタル教科書について法

的な問題を整理し、ガイドラインを作成していま

す。実証研究も実施しており、表 1 に示す「デジ

タル教科書の導入により期待される利点」を公表

しています。将来は単なる教科書の電子媒体化だ

けでなく、画像処理や音声の利用による教育効果

の向上も期待されています。課題はタブレットパ

ソコンの費用負担と管理で、義務教育が対象なの

で無償供与か貸与が前提になり、予算処置が必要

になります。電子機器なので乱暴な扱いによる損

傷が考えられ、一定の交換比率を見込む必要もあ

るでしょう。それでも紙媒体に比べて高額になる

とは思えません。積極的な採用を期待したい選択

ではないでしょうか。

2．宅配ボックスの設置

インターネットの普及で年賀状を含めた郵便物

が年々減少している一方、宅配便が大幅に増えて

います。図 1 に示すように、2008 年の宅配便総数

は約 32 億個でしたが 2018 年には 43 億個に達し、

10 年で 3 割以上も増加しました。一人当たりでは

年に 34 回も利用していることになります。大幅な

増加の背景には、Web 市場を通じたインターネッ

ト通信販売（物販）の拡大があります。スマホなど

操作が容易な通信機器が普及し、希望する商品を

容易に検索して注文できるようになったからです。

その結果、宅配車両も大幅に増加し、1 日に何回も

動物をキャラクターにした宅配専用車を見かける

ようになりました。

一方、再配達という非効率な配送が大きな問題

になっています。調査によると受取人不在による

再配達は、総数の約 2 割に達しています。端的に

言えば 5 回のうち 1 回がカラ配達で、ドライバー

に本来なら不要な負担をかけ、車両を無駄に走ら

せ、温室効果ガスを発生させているのです。対策

は受取人が不在でも、配達が完了する仕組みと方

法です。採用が可能な方法は戸建て住宅用の宅配

ボックスと、集合住宅用の宅配専用ロッカーです。

宅配ボックスは家の前に設置する 30～70 リット

ルの専用箱で、多様な製品が市販されていますが、

堅牢性、安全性、受領確認方法などで差異があり

ます。設置の阻害要因は設置スペースで、既存の

戸建て住宅は郵便受けの周辺に場所を確保できな

い場合が多く、普及率が低い水準に留まっていま

す。したがって新築の場合は、玄関周りの設計に

含めて配慮するのが望ましいでしょう。既設の場

表 1．デジタル教科書の導入により期待される利点

教育活動の

充実機能

拡大縮小、ハイライト、反転、

読み上げ、ルビ、検索、保存、他

教材の一体

的使用機能

動画、アニメーション、

ドリル・ワーク、他

教

科

例

国語 本文を自由に切り取り試行錯誤

算数 立体図形の展開／回転

外国語 発音を音声認識して自動チェック

理科 理解を促進するための音声や動画
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図 1．宅配便取扱個数の推移（億個）

  参考：国土交通省資料
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合は据え置き型だけではなく、広げれば 60 リット

ルほどになる鍵付きの宅配バッグも市販されてい

ます。これだと小さく折りたたんで玄関前に吊る

しておくことも、配達が予想される時だけ玄関前

に出しておくこともできるので便利です。

集合住宅の場合は、中層や高層のマンションで

コインロッカー式の宅配ボックスを設置する事例

が増えています。配達事業者は空いているボック

スに荷物を入れ、届け先の郵便受けにボックス番

号を書いたメモを入れておきます。受取人はその

ボックスのダイアルに部屋番号か暗証番号を合わ

せて開錠します。宅配ボックスのない中層の集合

住宅は、既存の郵便受けを宅配ボックス兼用に改

造する方法があります。大きな荷物は入らないか

もしれませんが利用価値は小さくないでしょう。

宅配ボックスの普及で、再配達の割合を数％以

下に抑制できれば大きな環境負荷抑制効果を期待

できます。不在でも随時に荷物を受け取れる方法

は、配達に備えて在宅待機を迫られる受取人のス

トレスも解消できるでしょう。特に不在時間が長

い人や、訪問業務が多くて不在頻度が高いサービ

ス業の従事者に大いに歓迎されるでしょう。また

在宅していても手が離せず、玄関まで出にくい場

合も便利です。なお、アメリカでは再配達の仕組

みが一般的でなく、不在でも玄関前に置いていき

ます。購入品が盗難などで行方不明になった場合

は、その旨を報告すれば代替品が新たに発送され

るそうです。盗難補償の方が再配達より費用が少

ないからです。受領確認が必要にもかかわらず受

取人が不在の場合は、荷物が持ち帰られて受取人

が指定場所に取りに行くそうです。一方、ドイツ

では配達時に不在だと荷物が持ち帰られ、受取人

が残された不在票を持って宅配事業者の営業所に

受け取りに出向く必要があります。フランスも同

様で、無料で再配達している国は日本ぐらいです。

３．在宅勤務の拡大

3.1 在宅勤務の背景

家事を別にすれば、人々は家から離れた場所に

行って働くのが当然でした。仕事の現場は家から

離れた場所にあるからです。農業なら畑に行って

働き、林業なら山へ、漁業なら海や川が働く場所

でした。製造業が発達すると工場が働く場所に加

わり、サービス業が発達すると店舗・学校・駅・病

院などが働く場所に加わりました。ではオフィス

ワークはどうでしょう。オフィスワークの始まり

は工場の事務作業でしたから、工場の片隅が小さ

なオフィスになりました。しかし産業が発達する

と、生産とは直結しない事務作業が増えました。

このため、生産やサービスの現場から離れた場所

にオフィスが用意され、多くの人がそこに通って

働くようになりました。事務作業といっても関連

部門との頻繁なコミュニケーションが必要で、し

かも組織的なチーム作業が中心でしたから、従業

員はオフィスに集まって働くのが当然でした。事

務作業に必要な書類や計算の道具はすべてオフィ

スに準備されたので、オフィスに行かなければ仕

事はできませんでした。しかしパソコンと通信基

盤の発展が、オフィスに行かなくてもできる仕事

を徐々に増やしています。今のパソコンは数十年

前の大型コンピューターに匹敵する記憶装置を備

えています。このため事務作業に必要だった書類

の情報は、多くを記憶装置に内蔵させることがで

きるようになりました。迅速な情報処理能力も備

えているので、事務作業だけでなく画像や図面を

含む設計業務も遂行できるようになりました。情

報通信環境が整備されたので、面談を除けばコミ
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ュニケーションも容易です。したがって、物理的

には多くの仕事が在宅でもできるようになったと

いってよいでしょう。その結果、SOHO（Small 
Office/Home Office）とかテレワーク（telework）
と呼ばれる在宅中心の業務遂行形態が生まれまし

た。なお、在宅で仕事をするには、自宅にデスクと

情報通信機器を備えた執務環境が必要です。同時

に、会社の関連部門とはいつでも連絡が可能で、

パソコンとを通して書類を送ったり受け取ったり

できる機能の確保が必須要件です。

3.2 在宅勤務の長所

在宅勤務の一つの長所は、執務環境と執務時間

の自由度を大幅に高められる点です。壁に好きな

絵や写真を飾り、快適性を高めることができるで

しょう。ＡＶ機器を備えて気分転換に音楽を聴き、

テレビを視聴できるようにするのも容易です。執

務時間帯の選択も融通性が高いので、時間が許せ

ば昼間の時間帯に専門学校に通い、早朝や深夜に

仕事をすることも可能です。なお、自宅に十分な

執務スペースを確保できない場合は、近所にオフ

ィスを借りてもよく、駅の近くには空調と照明設

備のついた個室を貸すビジネスが生まれています

在宅勤務の二つ目目の長所は、通勤に必要な時間

の削減です。総務省統計局の平成 28 年社会生活基

本調査によると、通勤時間の平均は往復で 1 時間

を超えています。在宅勤務にすれば、この時間を

執務時間にも使えるし、私的な自由時間に振り向

けることもできます。

在宅勤務の三つ目の長所は、エネルギー消費量

の節減です。電車やバスなど通勤に必要なエネル

ギーを削減できますが、オフィスの空調や照明の

エネルギーも節減できます。ただし、そのうちの

半分ぐらいは自宅での増加で相殺されるでしょう。

このように、在宅勤務者には執務にともなうエネ

ルギー消費の負担だけでなく、パソコンや情報通

信環境の整備と維持に経費が発生します。

このため、在宅勤務者に一定の手当てを支給す

る会社が少なくありません。一方、在宅勤務者は

常時通勤勤務者ではなくなるので、オフィスには

本人の占有デスクが不要になります。しかし、会

議や打合せには参加する必要があり、続いて数時

間の作業が必要になる場合もあるでしょう。そう

したときのために、会社は在宅勤務者なら誰でも

使えるフリーデスクを用意するのが一般的です。

在宅勤務者には占有デスクが不要なので、会社は

通常は一人当たり月に 3~5 万円のスペースコスト

を削減できます。しかしその費用の一部は在宅勤

務者が個人で負担することになるので、その分も

在宅勤務手当に反映させるのが当然でしょう。

3.3 在宅勤務の適性業務

在宅勤務は管理者が担当者の執務を目視では確

認できないし、状況変化に応じた臨機応変な対応

を求めるのも困難です。したがって短期的な変更

が少なく、ある程度確立した業務に適しているで

しょう。たとえば市場や技術の調査、広報や教育

関連の資料作成、経営管理資料や説明資料の作成

などです。在宅勤務者とは信頼関係が必要ですか

ら、一定の経験を積んだ中堅社員に適しているで

しょう。会社は在宅勤務に適した業務を抽出し、

仕組みや運用のル－ルを決め、積極的に推進する

価値があるでしょう。なお、本稿でいう在宅勤務

は雇用関係を前提とする勤務形態です。翻訳やホ

ームページの作成など頻繁なコミュニケーション

の必要性が薄く、普遍的なスキルが必要な業務は、

実体として在宅執務が多くても非雇用型の請負業

務に適しているでしょう。   （おわり）


